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スギの植栽による林業的除染の可能性の模索 

Groping the possibility of forestry decontamination by sugi (Cryptomeria japonica) planting 
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1. はじめに 

 森林除染により裸地化した林地の保全を図り，137Csの林外への流失・放出を防ぐ目的で，将来の木材生産

を見込み，重要な林業樹種であるスギを植栽し，その幼齢木の樹体内に経根吸収される 137Csの分布状況を把

握することで，林業的除染のあり方に関して検討した。ここでは，林業的除染を，放射性物質を林内，特に

樹体中に貯留・蓄積することで，田畑や居住地域などの林外の環境へ流失・放出させないこととした。 

 

2. 材料と方法 

 調査したスギは，事故を起こした福島原子力発電所から南西方向に約130kmに位置する栃木県の県北に位置

する塩谷町に植栽されている。調査地は，2011 年 2月に 60 年生のヒノキを皆伐後，裸地状態の 3月に放射

性降下物により汚染された。同年5月にほぼ平坦地の0.2haに，スギ実生家系を単木混交で2×2mの間隔で

植栽された。当地は航空機モニタリングによれば，137Cs沈着量は30k Bq/m2である。 

 調査1-1: 植栽後3成長期を過ぎた2013年 3月と4成長期後の2014年 10月に複数個体を伐採し，幹，枝

葉の部位別に区部し，137Csと 40K濃度とバイオマスから，Bq蓄積量(Bq/m2)を推定した。 

 調査1-2: 植栽後3成長期中の2013年 6月と4成長期後の2015年 2月に，1家系当たり7個体を基本に，

12家系について当年伸長成長幹から展開した枝葉の 137Csと 40Kの濃度を測定した。また，雄花着生した新葉

と花粉嚢の放射性核種の濃度も測定した。 

 調査2: 温室内でポットに植栽した放射能に汚染されたスギ幼齢木の1家系を供試し，7月上旬に雄花を誘

導するためジベレリン処理を行い，翌年2月に花粉嚢，新葉などの器官別に放射性核種を測定した。    

 放射性核種の濃度は，試料を全乾状態で粉砕し，U-8プラ壷(100ｍL)に充填後，Ge半導体検出器(SEIKO EG

＆G)で測定した。 

 

3. 結果 

調査 1-1: 137Cs 濃度は，当年成長部の枝葉や幹が，他の部位よりも高い値を示した。また，3 成長後と 4 成

長後の地上部における平均137Cs蓄積量は，それぞれ29 Bq/ｍ2と63 Bq/ｍ2の値を示した。 

調査 1-2: 当年伸長幹から展開した枝葉の 137Cs 濃度において，植栽後 3成長期中と 4成長期後との関係は，

個体間及び家系間に有意な正の相関が検出された。また，花粉嚢と新葉の 137Cs 濃度の比は，2～3 倍の値を

示したが，40Kでは，両器官の比は，ほぼ1.0の値を示した。 

調査2: 調査1-2と同様な花粉嚢と新葉の 137Csの比を示した。 

 

4. まとめ 

 137Csは，幼齢木の経根吸収能により樹体内に蓄積・貯留される可能性が示され，当年枝葉の137Cs濃度か

ら，家系間差が存在する可能性が推察された。一方，花粉の飛散により，137Csを林外に放出させる可能性が

あることが考えられた。このため，スギ植栽による林業的除染にあたり，個体や家系の根経吸収能および雄

花着生能を，考慮する必要があることが考えられた。 
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